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調 査 名

調 査 場 所

1.2調査内容

(1)機械ボーリング

② 試掘調査

1.3発 注 者

1箇所 5.Om(オールコア)

10箇所 (バ ックホー045∬ )

ド鬼1「 17地割地内試掘訓脊業務委託

北 |:市下鬼柳 17地割地内

機械ボーリング :令和 3年 11月 21ヨ ～11月 4日 (外業期間)

試 掘 調 査 :令和 3年 11月 15日 ～11月 16日 (外業期間)
調 査 期 間

第 1章 調 査 概 要

1.1調査目的

本調査は、下鬼柳 17地割地内の市所有地における盛土の種類および分布状況を調べるこ

とを目的として実施した。

/

北 上 1市

1.4受 注 者

北 |:試錐株式会社

TEI′ :0197-71-4303

「
AX:()11).テ ー71-11,()1

_ヽ



1.5調査位置案内図
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第 2章 調 査結 果

2.1試掘調査結果

TP-1:掘進長=1.50m、 盛土深=1 15nl

礫混り上砂主体で、長径 90 cm大の礫が混在する。 ´

TP‐2;掘進長=1.90m、 盛土深=115m

礫混り土砂主体で礫径 10～25 cm大の礫が混在する. ´

鉄筋コンクリート片、ビニール片、木片等が少量散在する。 ´

TP‐3:掘進長=1.50m.盛十深=1.05m

礫混り土砂主体で礫径 10～25 cm大の礫が多数混在する。 ′

長径 50～ 90 cm人 のアスファルト片や鉄筋コンクリート片が散在する。 ′

TP‐ 4;掘進長-125m、 盛土深=0.65m

盛土深は 0.65rnと浅いが表層部に長径 1.0～ 1.5m大の礫が多数混在する。 ′

TP-5:掘進長=1.801,n、 盛土深=1.40m

礫混り土砂主体で地表部より50 cm～ 1.Om大の礫が多数混在する。 ´
TP‐ 6;掘進長=3.05m、 需土深=3.00m

礫混り土砂主体で大礫の混在は少ない。 ・

木の根、塩ビ片、デリネータ片、アスファルト片が多少散在する。ン

TP‐7:掘進長=2.25m、 盛土深=180m

:ょ葉混り土砂主体で大I!葉の混在は少ないが、50田大のアスファルト片が散在する。 ′

TP‐8:掘進長=1.40m、 盛土深=130m

:!柴混り土砂主体で礫径 40m～ 70 cm大の礫が混在する。 .

TP‐9:掘進長=2.25m、 盛土深=1 751ln

礫混り上砂主体で 30 cn～長径 10m程度の礫が多数混在し、掘削面にも 70 cm人の礫が視

見される。長さ 80 cm程度の電柱片が散在。′

TP‐ 10,掘進長=22601n、 盛土深=2.20m

礫混り土砂主体で 30m～50m大の礫が多数混在し、掘削面にも長径 12m程度の礫が視

見される。

ボーリング :掘進長=5.001n.盛土深=2.90m ′

ヽ
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表 2‐ 1試掘調査一覧

地点
地盤高

1(Bヽ』=0001H

掘進長

(m)

盛上境

KBNl=0.001■ )

盛土深

(111)

TP-1 +104 -011 1.15

TP-2 +104 -0.11 1.15

Tl)‐ 3 +092 150 -0.13 1.05

TP l +1.29 125 ―|-0.64 065

TP‐ 5 +1.16 -0.24 140

′
「
P‐6 +084 3.05 -2.16

TP‐ 7 +023 2.25 -1.57 1.80

TP‐ 8 +174 1.40 +0.44 1.30

2.21う -027 1.75

TP‐ 10 +109 260 -111 2.20

Bor +129 500 -161 290

_ヽ

4

1.50

190

1.80

3.00

TP‐ 9 +148



2.2ボーリング調査結果
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2.3ま とめ

調査地の盛土は、全体に礫混り土砂主体で 30 cn～最大 1.Om前後の大礫が多数混在する。

また、多少ではあるが鉄筋コンクリート片、アスファルト片.塩ビ管片、ビニール片、デリ

ネータ片.電柱片.木根.木片等が散在していることが確認された。 ´

ボーリング地点では、盛上層で 20～25mの礫が確認されたが.礫は扁平で寝るような状態

と考えられることから、確認した礫の長さの 2～3倍 (40m～ 75 cm)、 の可能性がある。′

盛上境の標高は TP‐ 4カ斗0.64m、 TP‐ 8が+0.44mに対しTP‐ 6が-2.16mとなつており、造

成以前は西から東に緩やかな傾斜地地形を呈していたと推定される。

以上

＾
「
）

ヽ
ヽ 一



調 査 位 置 平 面 図 (1葉 )
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ボーリング柱状図 (1葉 )
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ボーリング柱状図 /
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掘進長 1.50m
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掘削面に大礫が視見。

,■
.

・    .    
′
′

Pl～ 22

Ч

●

“

ま
`ス

/●
^

● |

．
ヽ
　
，

||

一
●

●

t



P2

務呈「愚鱗 TP‐ 1

礫混 り十砂に長径 901m大
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TP‐ 2

掘進長 1.90m
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TP‐ 2

盛土深 1.15nl

TP‐ 2

礫混 り上砂主体 .

鉄筋コンクリー ト片.ビニ

ール片.木片等少量散在 .

大礫の混在少ない。
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P5

TP‐ 3

掘進長 1.50m

TP‐ 3

盛土深 105m

TP‐ 3

長径 90 cm大のアスファル

ト片および鉄筋コンクリ

ー ト片散在。

t

ff.t{rl rubfl,nfifi.hfir##ri.
+7tt,"1 't

ヽ  ,

1~「 3

ヽ

1‐

,I.

施 ■ノ泌

′     ●

i、

ヽ 姿
メ

‐ ヽ

「

.

●

麟
′
1

●

１

●

'・

「TP-3

|

′

||

.`.|

,

|

●ヽ

●
●
‘
ｒ

・

■

●

〓 ・●
，
一
一
　
　
・
　
．
　̈
．．

．
黎
．
　

１
●
＾

ヽ・

■1● 3

,ヽ 1_・…
―

ヽ

に



P6

t

TP‐ 3

施工後 ノ

TP‐ 4

施工前

ヽ

國
[

ロ
: Ⅲヽ ●

■. ,・
・ ●

′‐́': -" i

1: 「
 ■

11・

′,・ヽ

TP'4      ・

掘削中
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TP‐ 4

掘進長 1.25m

表層部に大礫多数混在 .

TP‐ 4

盛土深 0.65m

TP‐ 4

長径 15mの大礫。
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TP‐ 4

施工後
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施工前

TP-5

掘削中

表層部に大礫混在 .

P8

ロ コ

懸 ■銀

ヽ

■

4.

●嬌れ

.―
●

_‐ |‐・■・   . ‐  ・
●・
  ~・
 |

,■ 1

● ,

 ヽ .   .

/

Ⅲ
● 「

ギ

ヽ

7_

● ●

ｔ

t



ヽ

P9

■

TP‐ 5
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TP‐ 5

礫混り土砂主体。

長径 1.Omの大礫混在。
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P12

ヽ

TP‐ 6

たまり水の流人により盛

上境は確認できないが地

表より3.00m.

TP‐ 6

施工後 /

TP‐ 6

木根、塩ビパイプ、木片 .

デリネーター、アスファル

ト片等を散在.
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TP‐ 7

施工前
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TP‐ 7

掘削中
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TP‐ 7

掘進長 2.25m
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TP‐ 7

盛土深 1.80m
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TP・ 7

礫混り土砂主体。

大礫の混在少ない。
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TP-7

礫混 り土砂主体。

掘削面にビニール片が視

見。
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TP‐ 7

アスファル ト片散在。

TP‐ 7

施工後 ´

TP‐ 8

施工前
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TP-8

盛上深 130m

TP‐ 8

礫混 り土砂主体 .

長径 70 cm大の大礫混在。
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TP‐ 8

掘進長 1.40m
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TP‐8

施工後

TP‐ 9

施工前

TP‐ 9

掘進長 2.25m
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溜瞼

`整

豪

TP‐ 9

たまり水の流人で盛土境

は確認できないが盛上深

l■ 1.75m。

TP‐ 9

50m～ 1.lm程度の大礫
を多数混在 .
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TP‐ 9

掘削面には長径 90m大
の大礫が視見。
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TP‐ 9

大礫多数混在。

電柱片を散在 .

TP‐ 9

施工後

TP‐ 10

施工前

て.
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P‐ 10

掘削中

TP-10

掘進長 260m

TP‐ 10

掘削面には長径 1.3nl

程度の大礫が視見。
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TP 10

礫混 り土砂主体。

TP‐ 10

埋土深 220m
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TP‐ 10

長径 30m～90 cm大の

大礫多数混在 .
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T['‐ 10

大礫多数混在。

TP‐ 10

施工後 ′
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(1)ヽ (=,

施工前

資材運搬状況

足場仮設状況
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(2)

調査地全景
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施工後
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KBM± 0_00m

北上市の境界プレー

トをKBMと した。

KBM
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後方が試掘現場


